
お気に去り 会う登下校
教育長　服部裕美亨

満開の桜に彩られ新年度が始まりました｡今までと同じ街並みであるのに､あちらこちらで景色が

生まれ変わるような何とも言えない不思議な感覚に包まれます｡少し大きめの真新しい制服姿の中学生

や高校生､ランドセルが一際目立つ1年生｡それぞれに進級した子ともたちの表情も､まぶしく感じら

れます｡そんな手ともたちの姿を眺めていると､毎日の登下校が安全で楽しい道のりであるようにと願

わずにはいられません｡時には足取りが重くなることもあるかもしれません肌そんな時にも､自分を

勇気づけてくれる景色世心を休めることができる場所を見つけ､一息ついて元気に通学できたらいい夜

あと､ふと､ある下校時の一場面を思い出しました｡

夏休み前の集団下校に付き添い､木負･河内方面に下校する子ともたちと一緒に歩いた時のことです｡

久連で小休憩をし､不貞に続く上り坂を歩き始めるとまもなく､それまで疲れた足取りで最後を歩いて

いたA君が坂を駆け上って振り返り､ ｢ここから見える学校机いちばんさあ｡｣と､うれしそうに｢自

慢の景色｣を私に教えてくれだのですBそれは､駿河湾越しにそびえる書土山と蜜柑畑の彼方に白い校

舎が一緒に浮かび上がる素敵を眺めでした｡ 1時間かプて歩<通学路の｢お気に入り｣の風景は､ 6年

間､何度もA君の心を癒やし励ましてくれたことでしょう｡

どの子にも自分を励ましてくれる大好きな風景があったら､何て素敵なことだろうと患います｡

岡宮の家から40分も訓ブて学校に通うB吾は､ ｢遠いけれど､いいこともあるんだよ｡｣と､家の近

くにある､夕日がきれいに見える｢高台｣に案内してくれました｡浮島の通学路では､数珠玉や冷たい

湧き水に出会う場所を手ともたちが教えてくれました｡

｢お気に入り｣の風景-それ臥必ずしも大自然の眺めだけではなく､近隣の家の庭先に咲く花墳飼

い犬であったり､遵ばだの筆や虫だったりと､大人にとっては｢小さな景色｣であるかもしれません｡

しかし､そこに立ち止まる時間は､子ともたちの感性を高め､豊かな心を育む力をもっているのだと思

います｡そして､子ともたちの犬好きな風景臥いつも子どもたちの登下校を温かく見届けてくださる

多<の方々に守られています｡毎日｢おはよう｡｣ ｢おかえり｡｣と声をかけたり､交通指導や安全パトE)

-ルをしてくださったり､時には話し相手になったりお世話をしてくださったり- ･ ｡

大好きな風景に出会い､楽しい時間をもつこと､人と関わり合う時間は､豊かな心を育ててくれます｡

新たな道を歩き始める子どもたら机自分を見守ってくださる多くの方と出会い､安心して大好きな風

景にたくさん出会えることを願っています｡

棄後になりましたが.日頃お忙しい中で､青少年健全育成に関わってくださる多くの方々に感謝申し

上げるとともに･今後ともこ協力をいただきますよう､よろしくお願い申し上げます｡　,,
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沼津市青少年教育センターは､平成2 8年度も引き続き､青少年健全育成のための次のような活

動を実施していきます｡

1　方針

青少年をめぐる諸問題に対処するため､家庭をはじめとして地域･学校･警察他関係機関と

の連携の下に､補導･教育相談･研修活動を通じて､青少年の健全育成に努めます｡

2　活動内容

(1)補導

補導活動

中央補導と地区補導の活動の充実を図るとともに､夏まつり･県

内一斉等の特別補導を行い､商業店舗補導連絡会を開催して青少年

非行の未然防止に努めます｡

環境浄化活動

高校生参加による落書き消しを行い､意識啓発を強化するとともに､ ｢青少年を取り巻

く社会環境の実態調査｣を行い､地域ぐるみの有害環境浄化活動を推進します｡

広報･啓発活動

青少年教育センター｢たより｣と年報である｢ねんりん｣を編集･発行するとともに､

｢青少年の非行･被害防止街頭キャンペーン｣を実施します｡

(2)教育相談

面接相談

不登校･発達などに関する相談全般について､面接による相談に応じます｡

電話相談(やまびこ電話)

青少年に関する相談全般について､電話による相談に応じます｡

体験活動｢はばたき｣

青少年教育センターに適所する不登校児童生徒のための体験活動を実施します｡

相談指導学級

青少年教育センターに適所する不登校児童生徒の内､沼津市教育委員会が認めた児童生

徒が通級します｡

青少年健全育成地域相談員

各地域にいる相談員が､地域の青少年健全育成活動への援助と相談を行います｡

(3)研修

教職員研修センターが主催する｢若手教員研修｣のうちの相談指導学級における体験研修を

実施します｡
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◎非行･不登校･発達･子育て･進路･対人関係など
青少年に関する面接相談｡

◎相談および申し込み受付時間:～
午前9時～午後5時　月～金曜日(祝祭日を除く)

◎相談申し込み:TEL951-3440

平成28年1月･2月･3月の状況

1 ･2･3月には新たに申込みがあった9件(1月7件､ 2月2件､ 3月0件)

を含め､ 54件(延べ相談回数31 0回)の相談に応じました｡

1　相談内容別新規相談件数

非行 儻9whﾕ｢�発達.絹て ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�合計 

1月 ���6 烹�0 ���0 途�

2月 ���1 ���0 ���0 �"�

3月 ���0 ���0 ���0 ���

2　相談対象者別

幼児 傅ﾈｧy�b�中学生 俘(ﾕｩ�b�少年 �ｩLｩ�ﾉ�ﾂ�合計 

1月 ���4 �2�0 ���0 途�

2月 ���1 ���0 ���0 �"�

3月 ���0 ���0 ���0 ���

3　今年度の新規相談受付状況

受付件数　55件　(前年同期　61件)

相談内容別
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4　1･2･3月の相談件数(新規及び継続)

対象 ��ｹ¥｢�非行 儻96�｢�発達.子育て ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�計 

幼児 �&｢� �� �� ��一〇 

女 �� �� �� ���

小学生 �&｢� 途�1 �� ��8 

女 ��6 ����� �"� 湯�

中学生 �&｢� ��"�2 �� ��14 

女 ��19 �� �� ����

高校生 �&｢� ��� �� ��1 

女 ��1 �� �� ���

少年 �&｢� �� ��■1 ��1 

女. �� �� �� ���

-般成人 �&｢� �� ��1 ��1 

女 �� �� �� ���

計 �&｢�0 �#��3 ���2 ���25 

女 ���26 ���0 �"�0 �#��

男女合計 �0 鼎b�4 ���4. ���54 

5　1･2･3月の相談回数(54件の相致延べ回数)

月 ��ｹ¥｢�面接 囘ｹn"ﾒ�その他 俘xﾇb�

1●2●3月 �&｢�138 ���2 ��C��女 ��c2�1 迭�169 

計 �3���2 途�310 

6　相談指導学級の様子 遜欝髄　　一汁整　露　　塊

昨年度は､ 1 6名(内1名は途中学校復帰)の小中学生が通級しました｡自

ら課題を設定した自主的学習､そして､読書､手芸､絵画やパズルなどの多彩

な創作活動､さらに､集団ゲームなどによるコミュニケーションカを高める活

動､毎週1回実施したスポーツ等々､個人差はあるものの積極的に取り組むこ

とができました｡また､毎週木曜日に実施した体験活動(社会体験･自然体験･職業体験･進路体

験･学習体験･福祉体験)では､集団の一員としての自覚が生まれ､確かな成長が見られました0

3学期から学校復帰した児童をはじめ､学校で定期テストを受けることができた児童･生徒､自

分の判断で始業式や終業式､修了式､卒業式に参加できた児童･生徒､週1回定期的に登校できた

生徒､学校の相談室まで行くことができた児童･生徒に拍手を送りたい気持ちです｡

一万､本通級生の中学3年生2名が進学を決めたことは､下級生に｢自分も目標をしっかり持っ

て努力したい｣という希望や意欲を持たせました｡これは､異年齢の小集団が持つよさが作用した

といえそうです｡この1年､様々な経験が自信やエネルギーとなって､さらなる学びにつながり､

意義ある学級になったように思われます｡

本年度も保護者の皆様や学校の先生方と連携し､通級する児童･生徒の成長を願って支援してま

いります｡皆様方のご支援､ご協力をよろしくお願いいたします｡
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電話相 ◎非行.不登校.発達.進路.対人関係など育 

少年に関する相凱 
◎相談時間.'午前10時-午後7時 

月～金曜日(祝祭日を除く) 
◎愛称:やまびこ電話951-7330 

平成2　8年1 ･ 2 ･ 3月の状況

1月には349件､ 2月には406件､ 3月には475件の相談が寄せられ-まし

た｡ (前年1月:153件､前年2月:151件､前年3月:222件)

1　1 ･2･3月の相談状況

相談内容別件数

0　　1 00　　200　　300　　400　　500　　600

相談対象者別件数

0　　　　　200　　　　400

2　今年度の電話相談受信件数状況(平成27年度)

総件数　3, 850件(前年同期　2. 173件)

(1)相談内容別

内容 儖�ﾗ2�不壷校 價ﾙ$"�性 ��刋る4ｹ�ｲ�対人関係 乂xﾕｩ�hｨ��問合せ他 冖8ﾋ��

件数 �"�12 兎��5d �3��566 塔��1,352 ��ﾃc�2�

(2)相談対象音別

内容 �?ｹv8髓�小学生 �(hｧy�b�高校生 傅ﾙD��大学専門生 �ｩLｩ�ﾉ�ﾂ�不明 

件数 �"�38 ����221 釘�4 ��ﾃs3��1,824 
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補導清
A'P-M　　　　　　　　　　　　　　　　母親補導委員　高島明美

私が母親補導活動に携わらせていただいてから丸4年が経ちました｡活動中には､色々な

学生たらを見かけました｡

みなさんは､補導活動にどの様な印象をお持ちでしょうか?

｢補導｣と聞くと､ ｢素行が悪い｣ ｢不良行為｣ ｢飲酒･喫煙｣ ｢万引き｣と､マイナスのイ

メージがある様に思います｡補導活動は､たぶん学生たちからしたら目の上のだん癌｡放課

後の､学生時代だったら1番楽しいひとときに､補導腕章を付けた一行に遭遇したら､目を

合わせず通り過ぎたくなると思います｡補導活動は､学生たちにとっては取り締まわれる

イメージがあると思いますが､実はその逆の目的を有しています｡

それは｢守られる｣｡補導腕章装着の一行が活動することにより､学生たち自身が守られ

ているという事｡ ｢みなさんの通学路周辺には大人の目がありますよ｣という認識を印象付

ける事により､学生たちだけでなく､児童や小さいお子さん方､時には大人の方を含めた地

域全体までもが､守られているといえます｡そして､自身の行動にブレーキをかけたり､見

直したりと､行為をも事前に正しているといえそうです｡

私は､補導活動中に見かけた学生たちに挨拶をする様に心かけています｡すると必ず､同

じ様に挨拶が返って来ます｡挨拶後は｢気を付けて帰ってね｣ ｢はい｣と笑顔での受け答え｡

学生たちから､こちらが温かい気持ちをいただいています｡

私は､地域の安全と共にそんな素直な学生たちが増えてくれる　噂盤

ことを願って補導活動を続けています｡

1少年補導委員の延べ参加人数(1月～3月)

市職員 仆8蹴�女性 補導委員 竸ｩ�R�^);�効蹴�･地区代表 補導委員 佗井��l地区 補導委員 ��ﾘ��ｻ2�

1月 湯�18 釘�.4 ��"�0 �#C��296 

2月 湯�13 湯�2 �+��1 �#�2�252 

3月 澱�6 ���3 湯�0 �#c"�286 

2　補導回数･補導状況(1月～3月)

補導回数 劔I声かけ 注意.指導 倬hﾎ8轌;��

午前 佻�2�夜間 佗b�乂xﾕ｢��Y9�-i��xﾒ�他機関へ連絡 

1月 �2�､10 鼎B�57 鉄r�0 ���

2月 �2�9 �#��41 ��3b�0 ���

3月 ���7 �3B�41 ��#"�0 ���

3　補導活動(平成27年度4月からの累計)

補導回数 �H-r�����^);�効什�B�声かけ 注意.指導 倬hﾎ8轌;��
学校.親等へ連絡 ��ﾈｴ�ｭh-i��xﾒ�

520. �3�3��1235 ���0 
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4　平成28年1月･ 2月･ 3月の街頭補導少年の学職別状況(中央補導･地区別補導)

平成27年度の補導活動へのご協力ありがとうございました｡ 2 6年度は､夏休みや冬休みの時期
にB i v i内や周辺で指導や声かけを多く行いました｡今年度は､ゲームセンターへの入場は依然と
して多いものの､周辺でたむろする少年の姿はほとんど見られなくなりました｡平成2 8年度も引き
続きご協力をよろしくお願いいたします｡

学職別 区p分 剞ｫ 別 傅ﾂ�ｧr��r�中 ･学 生 俘"�ﾕ｢���r�そ の 他 学 隻 �r��R�昮�D��無 職 少_ 年 佗b�累四 月 守 ら 計の 

行 渇 種 別 �假��男 �� �� �� �� 

女 �� �� �� �� 

喫煙 �&｢� 偵�� �� ��1 �"�

女 �� �� �� ��1 

夜間はいかい �&｢� ��1 �� ��1 塔��

女 �� ��� �� ���72 

不√良交友 �&｢� �� �� �� ��

女 �� �� �� �� 

怠学.怠業 �&｢� �� �� �� ��

女 �� �� �� �� 

ゲームセンター入場 �&｢�8 湯�99 �� ��116 �3唐�
女 釘�3_ 鉄"� �� 鉄��183 

パチンコ店入場 �&｢� �� �� �� ��

女 �� �� �� �� 

カラオケ店入場 �&｢� �� �� �� ��

女 �� �� �� �� 

自転車の暴走行為 �&｢� �� �� �� 迭�

女 �� �� �� �� 

自転.車の二人乗り �&｢� 釘�2 ��1 ��7 湯�

女 �� �2� �� �7��6 

自転車の無灯火 �&｢� ��2 �� ��2 �3��

女 �� �� �� ��4 

危険な-遊び �&｢� 迭� 途� ��12 �#r�

女 �� �� �� ��12 

その他 �&｢�ll ��b�36- ��2 ��65 �##��

女 ��"�5 �3�� �� 鼎��175 

計 剪j ����35 ��C��7 �2� �#�B�782 

女 ��b�8 塔r� �� �����453 

男女合計 剴3R�43 �##r�7 �2� �3�R�1,235 

~事 徳 描 導 �i.ｲ隗y���X�ｨ-i��xﾒ�男 �� �� �� ���0 

女 �� �� �� 售��･0 

他機関へ連絡 �&｢� �� �� ��● 0 ���

女 �� �� �� ���0 

男女合計 �0 ���0 ���0 ���0 ���
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｢快適な目覚め｣は､充実した1日を約束してくれます｡ Pa托Ⅰでは､睡眠の｢霊｣

について述べました｡睡眠は､人間にとって1日の肉体的な疲れや脳の機能を回復させる

ために欠くことのできないものであり､ ｢量｣とは､時間的な｢長さ｣だけで在いことを

確認しました｡ Pa托‡では､ ｢賞｣を高めることで､効率的な睡眠をとることができるこ

とを述べました｡ ｢葉｣を高めるのには､ ｢環境｣を整える必要があることを確認しました｡

等団駄｢睡眠の性質｣について､述べたいと思います｡ r睡眠｣には､ r浅い眠り(レム睡眠)｣と｢深

い眠り(ノンレム睡眠)Jがあります｡眠りに入ると､まずノンレム睡眠に入り､続いてレム睡眠に移行し

ていきます｡睡眠中は､この深い眠りと浅い眠りが90分を1サイクルとして繰り返されます｡ノンレム

睡眠は､脳が休んでいる状態で､眠りが深まるにつれ､体温が低下し､呼吸数や心拍数も減っていきます｡

長時間この状態が続くと生命が危険にさらされます｡この時､危険を国避するために生命維持機能が働き､

脳を起きた状態に戻します｡それ机レム睡眠です｡人間が身体的な疲れを癒し､機能を回復するには､

ノンレム睡眠とレム睡眠の1サイクルを4回程度要するといわれています｡

老bて､サイクルを重ねるごとに､ノンレム睡眠の深さも浅くなり､起き出す準備に入ります｡疲れが

取れ機能が回復すると､レム睡眠が続くようになります｡レム睡眠は眠りが浅いため､この状態で｢目

覚める｣と､すっきり起きることができます｡したがって､起きる時刻から逆算して､就寝することが快

適な目覚めを保障する1つの手段だといえます｡

紳輔鞄寄寓 (5 ･ 6 ･ 7月の主な活動予定)
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青少年卓全育成

シンボルマーク

)子と畠か穿つi妄

青少年健全育成都市宣言(昭和5 5年)
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青少年を､優しく温かい心で包み込むという思いから､右側は笑顔､

左側は手のひら､全体はハート(也)を表しています｡
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